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海上保安庁が救助

した船舶、人命は

０隻、０人だった。

　
２
月
14
日（
月
）〜
２
月
20
日（
日
）

種 類 別 隻 数

衝　　突 4
乗り揚げ 4
転　　覆 2
火　　災 1
爆　　発 0
浸　　水 2
運航不能 0
そ の 他 0
計 13

「
工
作
船
事
件
」20
年

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
公
開
中

　
二
管
本
部
は
東
北
地
方
の

海
上
保
安
業
務
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
巡
視
船
艇
の
最
適

配
置
を
図
る
た
め
、
巡
視
船

「
く
り
こ
ま
」
と
「
し
も
き

た
」
の
配
置
替
え
を
３
月
10

日
付
で
行
う
。

　
二
管
区
の
潜
水
士
は
現

在
、
仙
台
航
空
基
地
（
宮
城

県
岩
沼
市
）
の
機
動
救
難
士

７
人
と
、
宮
城
保
安
部
（
同

県
塩
釜
市
）
の
巡
視
船
「
く

り
こ
ま
」（
Ｐ
Ｌ
06
、
１
２

０
０
㌧
）
に
常
時
配
備
さ
れ

て
い
る
潜
水
士
８
人
で
、
配

備
地
が
近
接
し
て
い
る
。

　
こ
の
状
態
を
改
善
す
る
た

め
「
く
り
こ
ま
」
を
、
日
本

海
（
山
形
県
）
か
ら
太
平
洋

（
福
島
県
）
に
ま
た
が
る
二

管
区
の
海
岸
線
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
八
戸
保
安
部
に

配
置
替
え
す
る
（
船
名
を

『
し
も
き
た
』
に
変
更
）。

こ
れ
に
よ
り
「
く
り
こ
ま
」

の
潜
水
士
た
ち
は
北
東
北
や

日
本
海
側
の
海
難
に
よ
り
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　「
く
り
こ
ま
」
は
東
日
本

大
震
災
時
に
人
命
救
助
・
捜

索
や
、
給
水
・
食
料
搬
送
な

ど
被
災
地
支
援
に
あ
た
っ

た
。
さ
ら
に
震
災
後
も
、
家

族
の
要
望
に
応
え
る
形
で
行

方
不
明
者
の
捜
索
を
長
年
に

わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
。
八

戸
に
配
置
替
え
後
も
、
こ
の

経
験
が
災
害
対
応
な
ど
で
役

立
つ
と
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
八
戸
保
安
部
の

巡
視
船
「
し
も
き
た
」（
Ｐ

　
海
上
保
安
庁
の
奥
島
高
弘

長
官
は
２
月
16
日
の
定
例
会

見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
確
認
さ
れ
た
職
員

が
、
前
回
会
見
（
１
月
19

日
）
か
ら
同
日
ま
で
の
約
１

カ
月
間
で
３
１
４
人
に
上
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

昨
年
12
月
15
日
〜
今
年
１
月

19
日
の
約
１
カ
月
は
１
１
８

人
だ
っ
た
の
と
比
べ
、
感
染

者
が
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
た
。

ま
た
、
一
昨
年
当
初
か
ら
の

感
染
者
は
累
計
で
６
５
２
人

と
な
っ
た
。

　
３
１
４
人
の
内
訳
で
は
、

学
生
寮
な
ど
で
集
団
感
染
の

発
生
し
た
海
上
保
安
学
校
が

98
人
を
占
め
た
。
た
だ
し
、

全
員
が
軽
症
ま
た
は
無
症
状

で
、
隔
離
・
療
養
後
に
学
業

に
復
帰
。
２
月
14
日
時
点
で

新
規
陽
性
者
と
隔
離
・
療
養

し
て
い
る
学
生
は
ゼ
ロ
と
な

っ
た
た
め
、
同
校
は
「
終
息

宣
言
」
を
出
し
た
。

　
一
方
、
三
、
五
、
七
管
や

本
庁
で
は
感
染
者
が
増
え
て

い
る
。

　
奥
島
長
官
は
「
業
務
に
特

段
の
支
障
は
生
じ
て
い
な

い
」
と
し
て
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
「
検
温
や
マ
ス
ク

の
着
用
、
消
毒
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
時
差
出
勤
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
船
艇
や
教
育
機
関
で

は
、
分
割
で
の
食
事
や
入
浴

な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

Ｌ
64
、
１
３
０
０
㌧
）
を
宮

城
保
安
部
に
配
置
替
え
し
、

船
名
を
「
く
り
こ
ま
」
と
す

る
。「
し
も
き
た
」
は
２
０

０
９
年
就
役
と
比
較
的
新
し

く
、
ジ
ェ
ッ
ト
推
進
器
４
機

を
備
え
る
な
ど
優
れ
た
高
速

航
行
能
力
を
持
つ
。
機
動
性

の
高
い
搭
載
艇
（
複
合
型
ゴ

ム
ボ
ー
ト
）
を
活
用
し
た
沿

岸
部
の
活
動
や
、
仙
台
基
地

の
機
動
救
難
士
と
連
携
し
た

海
難
対
応
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。 （
小
林
利
光
記
者
）

「しもきた」

２
隻
を
配
置
替
え

 
 

二
管「
く
り
こ
ま
」と「
し
も
き
た
」

原発周辺で行方不明者を捜索

　
還
暦
を
過
ぎ
、
物
忘
れ
が
ひ

ど
く
な
っ
て
も
、
11
年
前
の
２

０
１
１
年
３
月
11
日
の
こ
と

は
、
鮮
烈
に
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
す
。
庁
舎
３
階
で
会
議
中
、

出
席
者
の
携
帯
電
話
か
ら
緊
急

地
震
速
報
の
警
報
音
が
鳴
り
響

き
、
３
分
余
り
の
激
し
い
揺
れ

　
あ
の
日
が
ま
た
や
っ
て

く
る
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
間
も
な
く
11
年
。
未
曽

有
の
大
災
害
に
、
現
場
の

海
上
保
安
官
は
苦
闘
し
続

け
た
。
最
前
線
の
二
管
本

部
で
指
揮
に
当
た
っ
た
元

警
備
救
難
部
長
が
、
教
訓

と
と
も
に
当
時
を
振
り
返

る
。

が
収
ま
る
と
「
津
波
が
来
る

ぞ
！
」
と
叫
び
つ
つ
、
７
階
の

運
用
司
令
室
に
駆
け
上
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
国
難
と
の
闘
い
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
１
４
４
９
（
14
時
49
分
）
に

発
出
さ
れ
た
６
㍍
の
大
津
波
警

報
が
１
５
１
４
に
10
㍍
に
更
新

さ
れ
、
１
５
５
２
に
相
馬
沖
の

巡
視
船
「
ま
つ
し
ま
」
か
ら
10

㍍
級
の
津
波
を
目
撃
し
た
と
の

無
線
連
絡
を
耳
に
し
た
頃
に

は
、
既
に
沿
岸
部
は
壊
滅
的
被

害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
　
　

　
二
本
部
で
は
発
災
時
、
災
害

対
応
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し

た
実
戦
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
庁
舎

の
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
完

了
し
、
立
地
条
件
か
ら
津
波
に

よ
る
浸
水
被
害
も
な
く
、
無
線

通
信
な
ど
の
指
揮
機
能
は
維
持

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
発
災
直
後

か
ら
、
他
管
区
か
ら
巡
視
船
艇

・
航
空
機
、
派
遣
職
員
、
特
殊

救
難
隊
、
機
動
防
除
隊
な
ど
が

続
々
と
派
遣
さ
れ
、
直
ち
に
連

携
し
、
自
律
的
に
機
能
す
る
状

況
を
実
感
し
つ
つ
も
、
津
波
被

害
と
原
発
事
故
は
、
ま
さ
に
想

像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、
部

内
外
か
ら
流
れ
込
む
膨
大
な
個

別
情
報
を
継
ぎ
足
し
て
も
、
そ

の
全
体
像
を
現
実
の
も
の
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。

　
発
災
か
ら
８
日
目
。
自
ら
被

災
地
全
体
を
上
空
か
ら
確
認

し
、
よ
う
や
く
巨
大
な
災
害
規

模
を
現
実
の
も
の
と
し
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
震

災
以
前
に
は
、
過
去
現
場
は

「
デ
ス
ク
対
応
優
先
」、
進
行

形
現
場
は
「
迅
速
な
臨
場
優

先
」
が
原
則
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
巨
大
津
波
災
害
に
関
し

て
は
、
ま
ず
は
「
上
空
か
ら
の

確
認
」
と
い
う
３
つ
目
の
原
則

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
未
曾
有
の
放
射
性
物
質
と
の

闘
い
は
、
特
救
隊
・
機
動
防
除

隊
経
験
者
で
原
子
力
防
災
研
修

修
了
者
で
も
あ
っ
た
二
本
部
救

難
課
海
上
災
害
対
策
室
長
の
宮

脇
勉
さ
ん
の
存
在
と
放
射
線
医

学
総
合
研
究
所
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
な
し
に
は
成
し
得
な
い
も

の
で
し
た
。

　
原
発
周
辺
の
行
方
不
明
者
捜

索
に
際
し
て
は
、
士
気
旺
盛
な

潜
水
士
た
ち
が
、
水
中
に
お
け

る
ガ
ン
マ
線
の
減
衰
を
踏
ま
え

急
き
ょ
購
入
し
た
水
中
線
量
計

を
携
帯
し
、
放
射
性
物
質
が
堆

積
し
た
海
底
捜
索
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
海
面
捜
索
に
当
た
る
航
空
機

や
巡
視
船
艇
は
、
内
部
を
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
で
養
生
し
、
吸
着

シ
ー
ト
で
除
染
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
う

え
で
捜
索
に
当
た
り
、
陸
上
か

ら
車
両
に
よ
り
臨
場
す
る
職
員

も
同
様
の
措
置
を
講
じ
て
対
応

し
ま
し
た
。

　
放
射
性
物
質
は
シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
検
知
で

き
る
と
と
も
に
、
被ひ

曝ば
く

量
に
つ

い
て
も
個
人
線
量
計
で
測
定
で

き
る
こ
と
か
ら
、
現
下
の
目
に

見
え
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
よ
り
は
安
全
で
あ
っ

た
は
ず
で
す
が
、
放
射
性
プ
ル

ー
ム
が
漂
う
原
発
10
㌔
圏
内
の

航
空
捜
索
に
際
し
て
、
搭
乗
員

に
漂
っ
た
悲
壮
感
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
、

人
命
は
全
て
に
優
先
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
は
、

日
々
進
化
す
る
科
学
技
術
に
よ

り
既
存
の
想
定
脅
威
と
安
全
対

策
を
不
断
に
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
元
第
二
管
区
警
備
救
難
部
長

・
近
藤
悦
広
）

水
中
線
量
計
携
帯
し
海
底
へ

忘
る
ま
じ

東
日
本
大
震
災㊤

　
海
上
保
安
庁
は
２
０
２
２
年
度
の
職
員
を
次
の
要
領
で

募
集
す
る
。
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人
事

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
か
ら
。
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
海
上
保
安
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
海
上
保
安
庁
教
育
訓
練
管
理
官
付

試
験
募
集
係
（
電
話
03
・
３
５
８
０
・
０
９
３
６
）
へ
。

★
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
大
卒
者
対
象

初
任
科
）
採

用
後
は
海
保
大
（
広
島
県
呉
市
）
で
２
年
間
の
幹
部
海
上

保
安
官
と
し
て
必
要
な
研
修
を
行
う
。

【
採
用
予
定
数
】
約
30
人

【
受
付
期
間
】
３
月
18
日
（
金
）
〜
４
月
４
日
（
月
）

【
１
次
試
験
】
６
月
５
日
（
日
）

【
同
合
格
発
表
】
７
月
６
日
（
水
）

【
２
次
試
験
】
７
月
12
日
（
火
）
〜
20
日
（
水
）

【
最
終
合
格
発
表
日
】
８
月
16
日
（
火
）

【
入
校
】
２
０
２
３
年
４
月

★
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別

10
月
入
校
）

採
用
後
は
海
保
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
で
１
年
間
の
教
育

を
受
け
る
。

【
採
用
予
定
数
】
約
２
５
０
人

【
受
付
期
間
】
３
月
18
日
（
金
）
〜
25
日
（
金
）

【
１
次
試
験
】
５
月
15
日
（
日
）

【
同
合
格
発
表
】
６
月
３
日
（
金
）

【
２
次
試
験
】
６
月
８
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

【
最
終
合
格
発
表
】
７
月
29
日
（
金
）

【
入
校
】
２
０
２
２
年
10
月

22
年
度
海
上
保
安
官
募
集

コ
ロ
ナ
感
染
者
314
人

 

海
保
校
は
「
終
息
宣
言
」

本庁 26

大学校 5

学校 98

一管 12

二管 7

三管 37

四管 8

五管 26

六管 17

七管 27

八管 6

九管 5

十管 21

十一管 19

計 314

（
１
月
19
日
〜
２
月
16
日
）

現在の「くりこま」＝いずれも米田堅持撮影
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